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海海藻藻由由来来接接着着剤剤

サステイナブルな高性能接着材料
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海藻から採れるアルギン酸にカテコールを化学修飾することで、優れた接着性能を有する

バイオ由来接着剤が得られる。

得られた接着剤は市販の瞬間接着剤と比較し、マイカやアクリル樹脂等の基板に対して、

高い接着能を有する。また、使用後は水洗浄で基板から簡便に取り除くことも可能である。
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海藻由来接着剤の構造式 海藻由来接着剤の接着性能

Substrate: Mica

マイカ基板で市販の水性接着剤より優れた接着能を発現

水洗浄による基板からの除去

簡便な水洗浄で接着残渣を基板から除去可能

剥剥離離直直後後 洗洗浄浄後後接接着着前前ママイイカカ表表面面

接接着着残残渣渣
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